
地域包括ケアに向けた
看看連携ワークショップ

地域包括ケアシステム構築に向け、看看連携を進めていきたいが、
どう進めたらよいかわからない、という方は多いのではないでしょうか。
このワークショップは、病院の看護管理者の方、地域の看護職の
方々にそろってご参加頂き、皆さんの地域で看看連携を進める
きっかけを提供します。

このワークショップは厚生労働行政推進調査事業費補助金（地域医療基盤開発推進研究事業）によって実施されます

＜プログラム＞

１．看看連携体制構築ガイドラインのご紹介

２．看看連携への取り組みの実際－先進事例のご紹介－
地域ぐるみで看看連携に取り組んだ事例を、実践者の方々に
具体的に語っていただきます

３．実際の看看連携体制構築へ向けたグループワーク
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主催：地域包括ケアを支える看看連携を円滑にする体制の構築に
関する研究 研究班 【代表：永田智子（慶應義塾大学）】

＜開催概要＞
東京会場

11月4日（日）10:00～16:00
ビジョンセンター東京八重洲南口 7階 702
中央区八重洲2-7-12ヒューリック京橋ビル

名古屋会場

11月18日（日）10:00～16:00
桑山ビル 3階 大会議室 ３B
名古屋市中村区名駅2丁目45番19号

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・お申込み方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
看看連携に関心を持つ「病院の看護管理者」と、「その地域の訪問看護師や
保健師などの看護職」のグループでお申し込みください（参加費無料）

◆グループメンバー全員の①氏名、②所属、③連絡先をご記入の上、メール
または裏面「FAX申込書」にて 10月1日までにお申し込みください

●メール：natsusfc@sfc.keio.ac.jp

●FAX：03 – 4243 – 2285

メールにてお申し込みの場合、
こちらから申込フォーマットを
ご利用いただけます

※どちらの会場とも、同じ内容のワークショップを実施致します


